
 

 
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
辰
年
の
年
明
け
を
穏
や
か
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

昨
年
も
中
津
江
振
興
協
議
会
へ
の
ご
支

援
、
各
種
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
住
民

自
治
組
織
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
６
年
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

全
国
的
に
も
人
口
減
少
に
拍
車
が
か
か
る

中
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
落
ち
着

い
た
こ
と
で
、
多
少
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
新
た
な
年
も
様
々
な
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
、
中
津
江
の
皆
さ
ん
が
元
気
で

安
心
し
て
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
取
組
み
を
、

気
負
う
こ
と
な
く
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

令
和
六
年
は
辰
年
、
大
空
を
飛
び
回
る
龍

の
よ
う
に
、
力
強
く
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く 

      

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

10

月
に
各
世
帯
に
依
頼
し
た
「
自
治
会
の
統

合
・
再
編
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
の
集

計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
全
体
で
64

％
の
皆

さ
ん
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

人
口
や
世
帯
数
が
減
少
す
る
中
、今
ま
で
通

り
の
自
治
会
運
営
が
成
り
立
つ
の
だ
ろ
う
か

と
４
自
治
会
長
で
協
議
を
行
い
、
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
役
員
の
負
担
が
大
き
す

ぎ
る
」
、
「
人
口
減
少
が
続
く
中
、
早
急
に
統

合
す
べ
き
」
と
い
っ
た
意
見
や
、
「
ま
ず
は
２
つ

に
統
合
し
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
直
ぐ
に
再
編

が
必
要
と
の
回
答
が
あ
る
反
面
、
「
一
緒
に
な

る
と
益
々
行
事
へ
の
参
加
者
が
減
る
の
で
は
」

な
ど
、今
の
と
こ
ろ
自
治
会
の
再
編
は
必
要
な

い
と
の
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
た
だ
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
「
再
編
の
必
要
性

は
感
じ
る
が
、
そ
の
内
容
に
よ
る
」
の
項
目
で

し
た
。
ま
た
、
自
由
記
入
欄
に
書
き
き
れ
な
い

程
の
思
い
を
記
入
し
た
く
だ
さ
っ
た
方
も
・・・ 

 

今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
交
え
な
が
ら
、

３
月
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
ご
と
で
意

見
交
換
会
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
そ

の
意
見
を
も
と
に
、
今
後
の
中
津
江
全
体
の

自
治
会
運
営
の
方
向
性
を
話
し
合
っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

松
原
ダ
ム
か
ら
下
筌
ダ
ム
ま
で
の

県
道
栃
野
西
大
山
線
。
大
山
町
と
の

境
で
平
成
26

年
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
道
路
工
事
で
す
が
、
昨
年
５
月
の

橋
の
完
成
に
続
き
、
12

月
に
は
ト
ン

ネ
ル
の
掘
削
工
事
が
完
了
。
事
故
も

な
く
無
事
に
終
了
し
た
こ
と
を
祝
う

式
典
『
貫
通
式
』
が
関
係
者
に
よ
り
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
総

延
長
は
４
３
７
ｍ
で
、
こ
れ
か
ら
内

部
工
事
や
中
津
江
側
の
橋
の
建
設
、

舗
装
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
終
的

に
工
事
が
完
了
し
通 

行
で
き
る
の
は
、 

２
年
後
の
令
和
８ 

年
４
月
に
な
る
と 

の
事
で
す
。
道
路 

は
社
会
生
活
の
要
。 

早
期
完
了
を
期
待
し 

ま
し
ょ
う
。 
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自
治
会
の
統
合
・
再
編
に
関
す
る 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て 

会 長 
高木 望さん 

新蕨野（しんわらびの）トンネル貫通！ 

貫通発破の儀 

飛
龍
の
ご
と
く
高
み
を
目
指
し
！ 



 暗くなるのが早いこの時期、あちこちでイルミネー
ションなど、様々な明かりが輝いています。 
 栃原の交流センターでは商工会の方が中心とな
って「奥日田あかり大作戦」を、間地では丸蔵親和
会の皆さんが「めがね橋ライトアップ」を実施。また
池の山の川津さん宅前や下筌・松原のダムサイト
にもイルミネーションが設置されています。 
 皆さんも温かく優しい灯りで癒されてみませんか。 

◆認知症についての勉強会 
 くらす部会と何度も協議を行い、認知症の
当事者の方の講和も盛り込むなど、まずは見
守る側の関係者向けに２回連続で勉強会を
開催しました。認知症になっても安心して暮

らせる地域づくりのため、来年度も継続して
実施予定です。 

◆人権講演会の共同開催 
 日田市や公民館と共同で、人権講演会を開
催しています。本年度は「高齢者に対する人
権」をテーマに、全てしてあげることが思い
やりなのか等、講師の保健師の方から、自身
の経験を交えての話をしていただきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  つれづれ  
年末恒例の漫才コンテストのテレビ番組で、
決勝戦に出場したコンビが、ハゲネタを披露
して会場を沸かせていた。最近、何でもコン
プライアンスとかハラスメントって言葉で片
づけられ、大っぴらに？イジれない堅苦しい
時代。もちろん、プロのお笑い界の人だから
許せるものなのだろうが、講演会でつかみに
ハゲネタを使って笑いをとりたい、一般人の
私にとっては、嬉しい瞬間であった（笑） 
”SNS 頼りじゃなくて、信頼と愛情と笑いが
あれば、世の中うまく回るはずなのになぁ” 
1 年を締める独り言を聞き逃さず、「あなた
は信じるとか情けとか、髪の毛とも無縁だも
のねぇ～。せめて笑いはとれないとねぇ～、
へㇸㇸ」って大きな薄ら笑いが隣から。 
年末発表の今年の漢字、昨年は『税』。私の
１文字は『迷』だったが、今年こそは信や情
のこもった『笑』になれるよう…〔描蔵〕 
～本年も ”むらづくり役場”をヨロシクお願いします～ 

《事務局：永瀬英治・松尾成美》 

◦2/14「体験型防災研修」避難所運営の基礎 
◦3/19「住民ツアー第 2 弾」三津江神社巡り 
  〃 「月いちバザール」⓰in 住民ツアー 
◦4/ 9「月いちバザール」⓱in 桜まつり 
◦5/14「月いちバザール」⓲in 歩こう走ろう会 
◦6/14「管内一斉防災訓練」安否確認訓練 
◦8/19「月いちバザール」⓳in 夕涼み会 
◦9/14～「陶磁器フェスタ出店」in 北九州 
◦9/27「バスの日イベント」 
◦10/8「月いちバザール」⓴in 金山祭り 
◦10/18「認知症勉強会」① 
◦11/  8「認知症勉強会」② 
◦11/12「住民ツアー第 3 弾」鯛生路を巡る 
◦11/26「第４１回中津江村ふるさとまつり」 

各部会のイチ押し事業を 
紹介するコーナー、３回目
は「まなぶ部会」です。 
”身近な学びを暮らしに活
かす”をテーマに、少子高
齢化が著しい地域で直面
する、認知症や介護などの
問題に正面から取組んで
います。今後は楽しく体験
できる学びの場づくりも
検討していきます。 
～部会員絶賛募集中！～ 

５つの部会が中心となって様々な活動を行っ
ている「むらづくり役場」。昨年も部会員が積
極的に話し合い、自分達も楽しみながら取組
んでいただき、丸5年が経過しました。 
イベントや行事はもちろんですが、企画案を
考えたり反省会を行ったりと、部会も年間３０
回以上開催。高齢者訪問活動や移動支援の
協議、道路関係の要望、他団体からの視察
対応など、皆さんの目に見えない所でも地域
のためにと頑張っていただいています。 
ホームページ上でも活動状況を発信し 
ていますので、是非ご覧ください(^^♪ 

主なイベント・行事  

色んな灯りで心まで温かく 

めがね橋ライトアップ 

まなぶ部会 部会長 
 遠坂 洋行さん 
 

奥日田あかり大作戦 


